
議題（９） AI オンデマンド交通実証運行事業の実施状況について（中間報告）

（１）登録者数・利用者数

（２）収支率
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【10代以下】

6人

（利用3人）

【20代】

19人

（利用5人）

【30代】

103人

（利用30人）

【40代】

201人

（利用41人）

【50代】

158人

（利用24人）

【60代】

145人

（利用23人）

【70代】

206人

（利用33人）

【80代】

147人

（利用30人）

【無記入】

9人

（利用3人）

資料 9

高齢化の進行や急勾配等の道路環境などの影響により、従来の公共交通ではカバーしきれない

ニーズなどへの方策を検証するため、「箕面・新稲地域周辺」「粟生間谷・彩都地域周辺」の市内2

エリアにおいて、令和6年 12月 19日から令和8年3月31日まで、AI オンデマンド交通「の

るーと箕面」の実証運行を実施するもの。

評価の視点 主な評価材料

公共交通としての持続性 運行実績

多様化するニーズへの対応 アンケート調査結果

◆無料乗車DAY （令和7年7月の土日を無料化）
⇒のるーとの周知率UPと利用者の増加を図る。

◆紹介動画の配信（Youtube配信）
⇒利用が難しいと感じているかたの利用を促す。

対
策

内：阪急バス、中：ゆずるバス、外：タクシー

【のるーとを利用して良かった点】

・全年代で｢乗りたい時間に乗れる｣が多い(６０～８０％)

・若年層では｢アプリ予約が簡単｣が多い(６０～８０％)

・高齢者層では｢電話で予約ができる｣が多くなる傾向

「のるーと利用者」 192人における

のるーと運行開始前後での変化等

Ｑ２
外出意欲の

変化

１．事業概要について

２．運行実績について（運行開始から令和7年5月末まで） 【参考資料⑨】

３．アンケート調査結果について 【参考資料⑩】

登録者数（累計）の推移

◆開始当初から

約2.1 倍に増加

（一日の利用者数）

利用者数の推移

月別運賃収入と収支率

（１）アンケート調査の概要

調査期間 令和7年5月9日から5月29日

調査方法
・運行エリア内に全戸配布
・公共施設等への配架

回答方法 WEB回答、回収BOXへの投函

計994人

内、のるーと利用者

192人

（２）回答者（994名）の年代構成

（３）のるーとを利用しない理由

・全年代で｢のるーとをあまり知らない｣が最も多い

(40～60%)

・全年代で｢自家用車がある｣｢運行エリアが狭い｣が

次点で多い(20～50%)

・高齢者層で｢予約が面倒又は出来ない｣が増加傾向

４．今後の取り組みについて

＜今後のスケジュール＞

※現時点の想定であり、今後変動する場合があります。

満足・やや満足 8４％

外出意欲が

高まった

55%

変わらない

43%

未回答

2%

外出意欲が高まった 55％

転換した

24%

可能性はある

54%

可能性は

ない

17%

未回答

5%

転換した・転換可能性あり 78％

Ｑ３
公共交通
への転換

Ｑ４
他の交通利用
頻度への影響

変わらない・増えた が大半

70%

9%

19%

2%

75%
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14%

3%

変わらない

60%

増えた

3%
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35%

未回答

2%

20

◆登録者の伸びに対して利用者数の伸びが緩やか。

◆のるーとの認知度を高める必要がある。予約方法に
対する心理的なハードルを感じている人が多い。

課
題

令和7年7月　 　利用促進策実施

11月　 　最終評価

令和8年3月　 　予算審議（本格運行に移行する場合）66千円

164千円
179千円

217千円
207千円

255千円
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3%
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5%

月
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12月 1月 2月 3月 4月 5月

収入 収支率

Ｑ１
利用者満足度

満足

57%

不満

2%

やや不満

2%

どちらでもない

3%
未回答

10%

やや満足

２７％

◆開始当初から

約2.6倍に増加

経費区分 月額費用

運行経費 4,382千円

システム 383千円

コールセンター 686千円

計 5,451千円


